
 

 

令和元年度 横浜市市民活動支援センター自主事業部門 

（補助事業：平成 29年度から令和元年度の３か年事業） 

 

事業名：「地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネット 

ワークづくり」事業 

 

  ・パワポ資料 

・（案）横浜市市民活動支援センター事業 補助金報告書 

・若手ＮＰＯスタッフのためのワークブック 

 

 

実施団体：特定非営利活動法人アクションポート横浜 

第４期第４回 横浜市市民協働推進委員会 資料２－２ 



地域の若手職員のキャリアを考え、
みんなで育つネットワークづくり 実施報告

特定非営利活動法人 アクションポート横浜



事業の目的と背景

• NPO職員が高齢化することで組織や地域の
担い手不足が深刻に。

• 市民活動を担う若手職員・関係者の育成が
急務の課題となっている。

→若手が地域のNPOの今後を担う存在にな
るために、若者目線で自ら課題解決の実践
重ねて成長できるネットワークづくり



今までのあゆみ

平成29年度

• 20代～30代のNPO若手職員を集めた交流会を実施→地域課題に向
き合う場づくり

平成30年度

• 若手手職員を対象としたゼミとセミナーを実施→人材交流・体験型な
どの育成プログラム作成

平成31年度

• 今までの知見を冊子にして多くの人に伝える



第1回編集会議

日時：2019年8月5日（月）19:00～21:00
会場：大倉山おへそ（横浜市港北区大倉山2-5-11）

内容：ワーク（3年後の事業を考える視点）の実
践とフィードバック



第2回編集会議

日時：2019年8月26日（月）19:00～21:00
会場：WE21ジャパン事務所（横浜市中区山下町70）

内容：ワーク（事業のポートフォリオ）の実践と
フィードバック



ハンドブックの作成

「NPO人材」の育成ではなく、
NPO（における）人材育成のためのワークブック

これまでSNAPで議論されてきた課題

• ミッションが抽象的過ぎて深く理解されず、育成にブレ
イクダウンできない

• 組織維持の（ミッションからは離れた）仕事があり、案
外スキルが必要とされるが軽視されている

• 何が必要なスキル・能力・コンピテンシーであるのかが
教える側も分かっていない

• そもそも、教える（教えられる）人がいない

• 業務が多忙であり、引き継ぎが不十分であったり、仕
事が属人的になってしまうことにより、学習するプロセ
スが確保できていない

• 学習するプロセスが考えられていない

• 研修等はあるものの、組織内での支援はできていない



ハンドブックページ構成

編集会議を通じて実施してきた２つのワークを収録
ワークだけでは補いきれない経験知の部分をインタビューで補足



ワーク①ポートフォリオ

ワークブック内容 目的

団体のポートフォリオ
・事業を別の視点（収入や、補助金等）との関係から
・大切にする事業をどう守るか？を考える

3年後の事業を考える
・事業を取り巻く環境に目を向ける
・中長期的な視点を意識する

担当者の視点から経営者（事務局長などの管理者）の視点を得るようにする



ワーク②かばん持ちワーク

かばんもち
・他団体を知ることにより、自団体への異なる見方
を獲得する

育成に必要な様々な「対話」を増やす
自団体内（異職種、世代間）、団体外、別業界との間での対話



交流会の開催

専門家クロストーク
ーキャリア研究者 × 市民協働担当者が語る NPO の人材育成ー

日 時:2 月 17 日(月)19:00-21:00 
会 場:かながわ県民活動サポートセンター 1503 会議室

ゲスト:橋本 諭さん(産業能率大学准教授) 
松岡文和さん(横浜市市民局市民活動支援課長) 



交流会の開催

ワークブック体験談
ーありそうでなかった「かばん持ち」による学びの場ー

日時:2 月 26 日(水)19:00-21:00 
会場:横浜市市民活動支援センターセミナールーム2 

ゲスト:小池絢子さん(認定 NPO 法人 WE21 ジャパン) 
徳永緑さん(ことぶき協働スペース施設長) 

コロナウィルスの影響で中止



まとめ

• 本事業を通して新たな人材育成の価値観
を示し、発信することができた

• 今後広域に展開できる人材育成とキャリ
アの知見を得られた

• 他事業と連動し、若者のキャリア支援へ
とつなげていく



（第８号様式） 

横浜市市民活動支援センター事業 

補 助 金 報 告 書 
  

（あて先）横浜市長 

 

令和 ２年 3月2日 

団体名 特定非営利活動法人アクションポート横浜 

 

主たる 
事務所の 

所在地 

〒231-0023 

横浜市中区山下町 94 番地 横浜中華街パーキング

協同組合内 

 

代表者 

役職 
氏名 

代表理事 髙城 芳之 

                   印 

 
 

 令和元年７月26日市市活第638号で交付決定の通知を受けた令和元年度横浜市市民活動支援セン

ター事業補助金に関する対象経費について、報告します。 

 

 

補助金交付額 補助金支出額 差額 

 

 

900,000円 

 

 

900,000円 

 

 

０円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 

（案） 



（第９号様式） 

 

 事  業  報  告  書 
 

テ ー マ 課題解決に取り組む団体等の支援を行う事業 

提 案 事

業 名 
地域の若手職員のキャリアを考え、みんなで育つネットワークづくり 

１ 

事
業
運
営 

横浜市市民活動支援センター事業を担う他団体との協力・連携 

（横浜市市民活動支援センター事業を担う他団体と相互に協力・連携が果たされたか。） 

交流会の会場提供：交流会 2 回目の会場を提供してもらった（交流会は新型コロナウィルスの影

響で中止になった）。 

交流会の広報：交流会を開催するにあたり、チラシを配架するなど、広報に協力してもらった。 

予算（経費執行が適正であるとともに、経費節減の工夫がされたか。） 

編集会議は活発な意見や正確なフィードバックをもらうためにも、少額だが謝金を設定して参加

してもらった。 

会場は公共施設や団体関係者の協力で無償で借りることができた（交流会 1 日目だけ急きょ日程

変更があったので有料の部屋しかとれなかった）ために経費施削減につながった。 

さらに冊子の執筆や編集、デザインも関係者の協力によって値段を抑えることができた。 

２ 

事
業
計
画 

事業内容（事業内容は現状の解決すべき課題や背景を捉えたものか。） 

    （団体の持つ独自性、発想力、企画力が発揮されたか。） 

1.編集会議の編成 

平成30年度にネットワークしたメンバーを中心に、昨年度ゼミの中で話し合われた内容をベース

として、ハンドブックに掲載する内容やワークショップを検討するための昨年の関係者を中心に

内容を検討する会議を重ねた。そしてある程度中身とワークの内容が固まったところで関係者を

集めて内容の確認とワークの実践、フィードバックを行う「編集会議」を2回開催した。 

 

2.団体横断的な育成プログラムの実践 

編集会議とは別に11月から12月にかけてワークブックに掲載されているプログラムである「か

ばん持ち」を実践した。「かばん持ち」を行ったのは WE21 ジャパンのスタッフ小池絢子さんで、

ことぶき協働スペース（運営：NPO法人横浜コミュニティデザイン・ラボ）施設長の徳永緑さん、

運営団体代表の杉浦裕樹さんに同行し、スタッフミーティングの運営の様子、イベント運営の様

子を現場で学んだ。そして実際のかばん持ちで得られた知見をワークブックにフィードバックし

た。 

 

3.冊子（ハンドブック）の印刷と配布 

関係者との打ち合わせやヒアリング、編集会議やかばん持ちの実践などを経て、主要なワークを

２つ絞り込み、その内容を掲載した全20ページのワークブックを作成した。また、ワークブック

には今まで 3 年間メンターを務めてもらった産業能率大学橋本准教授に「人材育成の重要性と人

材育成の対象」と題して執筆していただき、さらに事務局長のマインドを学ぶケーススタディと

してSTスポット横浜事務局長の田中真実さんとNPOサポートセンター事務局長の小堀悠さんのイ

ンタビューを掲載した。 

 

 



4.交流会の開催 

制作終了後には冊子のお披露目も兼ねた交流会を開催した。交流会では冊子の配布や交流だけで

なく、学びが得られるセミナーの要素も加えた。 

第 1 回は専門家クロストークとして産業能率大学の橋本准教授と横浜市市民局市民活動支援課長

松岡文和さんにキャリアの研究者と行政の視点からNPOの人材育成についてお話をうかがい、NPO

の人材育成についてのディスカッションを行った。そして第 2 回は当事者の視点として、かばん

持ちを行ったWE21ジャパンの小池絢子さんとことぶき協働スペースの徳永緑さんをゲストに招い

てトークセッションを予定していたが、新型コロナウィルスの影響で中止となった。 

２ 

事
業
計
画 

事業計画（実施時期や方法が適切で、計画通りに実施されたか。） 

1.編集会議の開催 

ワークの実践の場として2回の編集会議を開催した。 

●第1回編集会議（ワーク体験会） 

日時：2019年8月5日（月）19:00～21:00 

会場：大倉山おへそ（神奈川県横浜市港北区大倉山2-5-11） 

内容：ワーク（3年後の事業を考える視点）の実践とフィードバック 

●第2回編集会議（ワーク体験会） 

日時：2019年8月26日（月）19:00～21:00 

会場：WE21ジャパン事務所（神奈川県横浜市中区山下町70） 

内容：ワーク（事業のポートフォリオ）の実践とフィードバック 

 

2.団体横断的な育成プログラムの実践 

2回のかばん持ちプログラムを開催し、そこで得た知見をワークブックにフィードバックした。 

●第1回 体験：小池絢子さん（認定NPO法人WE21ジャパン） 

かばん持ち対象：徳永緑さん（ことぶき協働スペース施設長） 

日時：11月27日 内容：スタッフミーティングの運営 

●第2回 体験：小池絢子さん（認定NPO法人WE21ジャパン） 

かばん持ち対象：杉浦裕樹さん（横浜コミュニティデザイン・ラボ代表理事） 

日時：12月3日 内容：イベントの運営 

 

3.冊子（ハンドブック）の印刷と配布 

以上の内容で冊子を作成。冊子の中身は以下の通り。 

P 3 このワークブックについて  P 4 人材育成の重要性と人材育成の対象 

P 5  ワーク１ ポートフォリオ  P10 ワーク２ かばん持ち体験プログラム 

P14  かばん持ち体験報告 WE21JAPAN 小池絢子さん 

P15  インタビュー①STスポット事務局長 田中真実さん 

P17  インタビュー②NPOサポートセンター事務局長 小堀悠さん 

 

4.交流会の開催 

冊子終了後、交流会を以下の要領で開催した。 

いつもと違う視点で振り返る NPO人材育成のためのワークブック作成記念交流会 

●セッション１ 専門家クロストーク   ーキャリア研究者×市民協働担当者が語るNPOの人材育成ー 

日 時：2月17日（月）19:00-21:00 

会 場：かながわ県民活動サポートセンター 1503会議室（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2） 

参加費：1,000円 



ゲスト：橋本 諭さん（産業能率大学准教授）／松岡文和さん（横浜市市民局市民活動支援課長） 

参加者10名（関係者含む）：NPOスタッフ、会計事務所スタッフ、神奈川県庁職員、大学教員 

 

●セッション２ ワークブック体験談  ーありそうでなかった「かばん持ち」による学びの場ー 

日 時：2月26日（水）19:00-21:00 

会 場：横浜市市民活動支援センター   セミナールーム２（横浜市中区桜木町1-1-56） 

参加費：1,000円 

ゲスト：小池絢子さん（認定NPO法人WE21ジャパン）／徳永緑さん（ことぶき協働スペース施設長） 

→新型コロナウィルスの影響で開催中止 

期待される具体的な成果（中間支援組織の機能の拡大・強化につながったか。） 

            （被支援団体の事業成果があるか。） 

① 提案団体の成果 

中間支援組織として、団体を支援するのではなく、中のスタッフをキャリア育成の面から支援す

ることができ、さらには NPO の組織を運営できる事務局長などマネージャー人材を育成のノウハ

ウを得ることができたことは大きな成果だった。そしてその過程で現在の NPO が抱える課題や問

題点を現場だけではなく有識者や行政と一緒に議論することができ、人材支援というテーマを通

して現在のセクターの位置づけや課題を再認識できたことは中間支援組織として大きな意味があ

った。ここでできた専門家や人材育成に課題を抱える NPO ともつながることができてたので、そ

れも今後の中間支援業務に活かしていきたい。 

 

中間支援機能の状況（該当に○をつけ、コメントを記入） 

 

 

② 被支援団体の成果 

支援団体の成果という意味では、今後配布したワークブックを活用してくることで生まれてくる

が、ワークを体験したWE21ジャパンでは、内部の研修として、体験したワークを少しアレンジし

たものを取り入れ、スタッフからさまざまな意見を引き出すことができた。 

 すでに備えて

いる機能（事業

実施前） 

この事業により

拡大・強化する

機能 

この事業によ

り拡大・強化し

た機能 

①情報収集・提供機能 ○   

②情報発信機能 ○   

③他団体の運営を支援する機能 ○ ○ ○ 

④他団体の事業展開を支援する機能 ○   

⑤活動者や他団体の人材を育成する機

能 

○ ○ ○ 

⑥ネットワーキング機能） ○ ○ ○ 

⑦コーディネート機能 ○   

⑧調査研究・政策提言機能    

⑨その他（          ）    



 

本事業を通して新たな人材育成の価値観を示し、発信することができた 

今後の NPO センターの人材流出を防ぎセクター全体の底上げをするためには、事業を推進するた

めの人材ではなく、組織を運営するための人材を育成する必要あり、そのためには領域横断的な

人材育成プログラムが必要になる。そのような新たな人材育成の価値観を示すことができ、そこ

からかばん持ちをはじめとしたワークブック内で取り扱われているプログラムにつながった。 

そして、その知見をワークブックという形にまとめることでより汎用性の高いものとなり、ワー

クブックを通して多くの人に届けることができた。 

 

他の事業と連動し、NPOで働こうとする若者のキャリア構築の一助へとつなげていく 

当法人では、地域の人材流出や社会体験の喪失の課題感から、これまでインターンシップ事業で

は大学生に、横浜サンタプロジェクトでは地域企業に、プロボノ事業では若手社会人を対象に、

若い人材が地域でアクションを起こす活動支援を続けてきた。その中で、最近では少数ながらも

将来の選択肢のひとつとして NPO で働くことを志望する声も聞かれるようになってきた。本事業

で示された知見と、さらにはそれをまとめたワークブックは、今後はそのような NPO で働こうと

する若者のキャリア構築の一助となりえる。 

 

今後広域に展開できる人材育成とキャリアの知見を得られた 

ワークブック作成の過程で多くの知見が得られ、それをまとめることができた。今後は地域のさ

まざまな場所で実践を積み重ね、さらにはそのフィードバックでよりノウハウやワークブックの

プログラムをブラッシュアップさせていき、それを継続的に発信していきたい。そうすることで

将来的にはさまざまな地域で人材育成の実践が広がり、その先に地域の NPO の人材が厚くなり地

域全体が底上げされるというところにつながっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自
己 

評
価 

３ 

この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 



 

（第10号様式） 

事 業 収 支 決 算 書 
 

【収入】                                   （単位：円） 

項  目 金  額 説  明 

横浜市市民活動支援センター事業補助

金 

900,000円  

団体負担（会費・寄附等） 226,262円  

参加費・資料代等 4,000円 交流会参加費1,000円×4名 

   

   

   

   

合  計 1,130,262円  

 

【支出】 

項  目 金  額 説  明（使途、積算根拠等） 

人件費(事務局)① 500,000円 50,000×10か月 

人件費(事務局)② 350,000円 35,000×10か月 

事務局交通費 56,108円  

交流会経費 26,814円 会場費、資料代、チラシ印刷費等 

ハンドブック制作協力費 110,000円 インタビュー協力費 5,000円×2回 

メンター謝金 50,000円×1回 

かばん持ち謝金 5,000円×3人 

編集会議謝金 5,000円×5人 

小久保さん謝金10,000円 

ハンドブック編集費 50,000円  

ハンドブック印刷費 37,340円 ネットプリント使用 

   

   

   

   

   

   

   

合  計 1,130,262円  

＊補助金交付の対象である事業の収支決算を記入してください。 

 

 

 

 

 この書類は、横浜市市民協働条例第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければなりません。 
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